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はつかいち未来ビジョン2035に関するパネル展示



はつかいち未来ビジョン２０３５に関するパネル展示
●「はつかいち未来ビジョン2035」を策定

 ・今後10年のまちづくりの基本理念や将来像を定めた基本構想
 ・基本構想の実現に向けて取り組む5年間の基本計画　　　　　　により構成



はつかいち未来ビジョン２０３５に関するパネル展示

パネル展示

意見交換会

市長による
市政報告会　

時期 地域 参加者 内容
7月1日(水) 佐伯 50名

未来ビジョン及び令和８年度当初予
算にて実施予定の各種事業・施策に
関する説明

7月2日(木) 宮島 52名
7月7日(火) 大野 69名
7月8日(水) 吉和 35名
7月10日(金) 廿日市 90名

時期 場所 参加者 内容

8月1日(土)
山崎本社

みんなのあい
プラザ

23名
「新機能都市開発事業」の観光交流
エリアにおける公園・緑地、木育体感
施設の整備内容に関する意見交換

時期 場所 内容

8月～10月 5地域(廿日市、佐伯、吉和、
大野、宮島)、ゆめタウン廿日市

未来ビジョンに関するパネル
等の巡回展示

参加者延べ296名



はつかいち未来ビジョン２０３５に関するパネル展示

日程・場所

地域 場所 日程 

廿日市 
 ①市役所１階市民ホール 　8/11（火）～8/20（木） 

　⑥ゆめタウン廿日市 　10/7（水）～10/16（金） 

佐伯 　③さいき文化センター 　9/2（水）～9/10（木） 

吉和 　②吉和ふれあい交流センター 　8/22（土）～8/31（月） 

大野 　④フジタ スクエア まるくる大野 　9/12（土）～9/23（水） 

宮島 　⑤ひろでん宮島まちづくり交流センター 　9/25（金）～10/4（日） 
 
 
 ①～⑥は展示の順番



はつかいち未来ビジョン２０３５に関するパネル展示

パネルイメージ

・Ａ１サイズ、12枚程度
（将来像、戦略的な取組、各分野の施策など）

動画

※未来ビジョン冊子（閲覧用）、
　市政報告会資料（配布用）を配架

・未来ビジョンに関する動画を
サイネージで放映

資料



はつかいち未来ビジョン２０３５に関するパネル展示

・未来ビジョンに対する感想・意見、戦略的取組である新  　
機能都市開発事業（観光交流エリア）の「公園・緑地、
木育体感施設」に関するアンケートを実施
・アンケート回答者への特典：タイムカプセル郵便
（上限100人を超えた場合は抽選）

【タイムカプセル郵便】
自分で書いた手紙が、未来の指定する日(10年後の2036
年1月1日)に、未来の指定する場所に届く
（公益財団法人日本郵趣協会が実施するサービス） 

アンケートの実施



世界遺産登録30周年記念事業



01 / 嚴島神社 世界遺産登録30周年記念 独自事業

9

嚴島神社 特別行事
普段は見ることのできない特別な神事
や社宝公開を実施します。

体験・学習プログラム
島の奥深さを五感で学び次代に継承
します。

ナイトツーリズムの拡充
幻想的な「滞在型観光」の強固な開
拓を行います。

夜間特別拝観：11月～12月の指定期間　

19:30まで開門時間を延長
宝物名品展：厳選された貴重な宝物を特

別公開

奉祝舞楽奉奏：世界遺産登録記念日に

舞楽を奉奏

弥山修行体験：満天の星空とご来光を仰

ぐ修行

宮島学講座：英語ガイド、植物・クラフト

体験等

ぐるっと宮島再発見：船で島内一周＆裏

側上陸ツアー

夜のロープウエー：夜景展望

紅もみじライトアップ：大聖院にて美の競演

宮島夜市・宮島つき祭り：桟橋前広場等

での飲食ステージ

歴史と信仰が織りなす神秘の神域。
豊かな体験価値の提供へ

•

•

•

•

•

•
•

•

•



　■目的
　　① フランスにおける本市の認知度及び評価を向上させ
　　　　本市への来訪や交流を促進させる
　　② 観光による地域経済の活性化やまちづくりの推進　　
　　　　につなげる
　

　■事業の概要
　　① 観光友好都市提携に係る交流事業を推進
　　② 世界遺産登録30周年記念事業
　　③ 平良丘陵開発観光交流エリアのブランド力向上

02 / フランスプロモーション事業



03 / フランスプロモーション事業

項目 目的・ねらい

9月3日 木 観光施設等、商業・物販施設
・観光施設の受入環境について聞き取りなど
・日本の食料品取扱店舗等を訪問し、市産品のPR、テストマーケティングの
交渉など

モン・サン＝ミッシェル市長表敬訪問 ・持続可能な観光地域づくりの施策・事業の取組への反映
・観光友好都市提携20周年に向けての事業検討など

30周年記念展示会オープニングイベント
・インフォメーションセンターへの来場PR、観光誘客
・嚴島神社世界遺産登録30周年、本市観光資源や食・文化などの認知
度、評価向上

【廿日市市主催】
ガストロノミーイベント

・市内産品PR、日仏食文化の交流推進
・平良丘陵開発観光交流エリアへの誘致セールス

日時

9月4日 金



04 / フランスプロモーション事業

項目 目的・ねらい

アヴランシュ市長表敬訪問 ・地域経済やまちづくりの推進、今後の施策展開など意見交換

モン・サン＝ミッシェル主催・経済交流イベント ・市内産品のPR、経済交流への展開
・平良丘陵開発観光交流エリアへの誘致、つながり検討

観光施設等受入環境調査 ・観光施設の受入環境について聞き取りなど
・地域経済やまちづくりに資する施策、事業についての調査・研究

ガストロノミーイベント ・市内産品PR、日仏食文化の交流推進
・平良丘陵開発観光交流エリアへの誘致セールス

観光施設等受入環境について調査
・観光施設の受入環境について聞き取りなど
・地域経済やまちづくりに資する施策、事業についての調査・研究・旅行業界
の動向聞き取りなど

レセプション開催
（日本文化会館）

・現地VIP等との関係づくり、経済交流への展開
・平良丘陵開発観光交流エリアへの誘致、つながり検討

日時

9月5日 土

9月6日 日

9月7日 月





廿日市市民限定
　ＣＣダンスパフォーマーの募集

～わがまち魅力発信隊～



　“わがまち” 廿日市市の魅力を、
　　　　　　　　　　　　　　マツダスタジアムでPR
　　大型ビジョンで「廿日市市」を紹介

　　　　　　　　　　　　　　　特設ブースでPR・物販・体験イベント

　　　　　　　　　　　　　　　特製うちわプレゼント

　　　　　　　　　　　　　　　CCダンス参加

　　　　　　　　　　　　　　　来場者抽選プレゼント　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
　（参考）「2026年 わがまち魅力発信隊」 （（株）広島東洋カープ主催）

　              ～ マツダスタジアムから地域の魅力を発信! わがまちPR大作戦 ～

　　        ※「わがまち魅力発信隊」は、マツダスタジアムの公式戦を活用し、地域の特産品紹介、観光PR、

                   交流人口の拡大、移住定住の促進を支援するプログラムです。



　　マツダスタジアムの公式戦で、

　　　　　　　　安部さんと　いっしょに「CCダンス」

廿日市市民限定で、８名募集

　　令和８年９月１１日（金） 18時試合開始予定

　　　　　　　　　　VS　横浜DeNAベイスターズ

　　ダンスは…５回裏終了後　（試合開始は18時）



　応募条件

　◇　廿日市市内にお住まいの方

　◇　保護者の付き添いなしで活動できる方

　◇　当日の観戦チケットをご自身で用意できる方

　◇　４回表にレフト側広場へ集合できる方

　◇　CCダンス終了まで飲酒をしない方

　◇　介助・付き添いなしで階段が使える方

　　　　　※車イスによるグラウンドへの入場は不可



参加申込締切

    令和８年８月１３日（木）　１７時

当選者発表　

　  令和８年８月１４日（金）　１７時30分ごろ

発表方法

　　FMはつかいち放送内 ＆ DMOインスタライブ配信　





市長と若手公立保育士との意見交換会の開催



市長が公立保育園をまわって、若手保育士と意見交換を行います。
保育士から、”保育園の特色” 　”今、力を入れていること”　 ”保育をこうしたい！”
などを市長に提案します。

市長と若手公立保育士との意見交換会の開催について

プログラム１
・11：00～11：30　　園児と市長が夏祭り遊び（お化け屋敷・盆踊り）
・11：40～12：30　　園児と市長がそうめん流し、給食

写真提供：広島県環境保健協会

８月２１日（金）　 吉和保育園

プログラム２
・12：40～13：00　　若手保育士と市長との意見交換会

第１回

２回目以降
２年程度をかけて、順次、公立保育園を回っていきます。

※　本画像はAIにより生成されたイメージです。
実際の施設・人物・状況とは異なります。



宮島包ヶ浦自然公園利活用事業者の募集



事業の目的

◆国立公園は生物多様性の保全と持続可能な利用を両立する重要な地域

◆利用拠点である集団施設地区等において、自然や文化の価値を活かした滞
　 在環境の上質化や質の高い自然体験の提供を進めることにより、自然とのふ
   れあいの拠点としての機能を高めることが求められている

国の「生物多様性国家戦略2023-2030」

◆民間事業者の創意工夫やノウハウを活かした提案を取り入れながら、自然や
   文化の価値を活かした新たな滞在環境を創出し、その魅力を次世代へ継承
◆利活用方針に掲げる方向性を実現するとともに、国の生物多様性国家戦略
   2023-2030に示された国立公園利用拠点の上質化
◆意欲のある事業者と連携し、事業者からの創意工夫に富んだ提案を踏まえな
   がら、民間活力を活用した事業展開 
◆自然とのふれあいの質を高める滞在環境の創出

宮島包ヶ浦自然公園



事業者選定審査委員会

令和８年６月　８日　 事業者選定審査委員会設置準備会
　　　　　　　　　　　　　　　　◇選定審査委員の委嘱、選定審査委員会設置要綱の説明、事業概要の説明など

令和８年７月２７日　第１回事業者選定審査委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　◇公募書類の説明、質疑応答、今後のスケジュールの説明など

会議の開催状況

委 員 長　 橋爪　紳也（大阪公立大学研究推進機構特任教授）
副委員長　原田　忠明（廿日市市副市長）
委　　　員　坪田　博美（広島大学瀬戸内ＣＮ国際共同研究センター宮島自然植物実験所　准教授）
　　　　　　　竹内　基浩（宮島町総代会副会長）、中村　靖富満（宮島観光協会会長）
　　　　　　　松本　　誠 （宮島町商工会会長）、野島　友和（宮島旅館組合組合長）
　　　　　　　渡部　孝彦（廿日市市経営企画部長）、松尾　和政（廿日市市生活環境部長）
　　　　　　　木下　英治（廿日市市産業部長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計10名

選定審査委員会の構成メンバー



今後のスケジュール(予定）

令和８年８月　３日（月）　　募集要項等、公募書類一式をホームページで公開

令和８年９月　４日（金）　　募集要項等に関する質問受付期限

令和８年９月２５日（金）　 募集要項等に関する質問への回答

令和９年１月２２日（金）　 企画提案審査参加申請の受付期限

令和９年２月中旬　 　　　　　　企画提案審査の実施 

令和９年２月下旬　　　　　　　 企画提案審査結果の通知、優先交渉権者の選定




